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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
22
年
の
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
先
だ
ち
、
昨
年
は
、
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

く
中
で
、
上
野
原
市
長
の
重
責
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
ま
し
て
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
依
然
と
つ
づ
く
経
済
の
低
迷
や
、
夏
の
総
選

挙
に
お
け
る
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
な
ど
、
政
治
経
済
を
中
心
に
、
大
き
な
変
革
の
1
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
鳩
山
内
閣
が
誕
生
し
、「
国
政
の
変
革
」
を
強
く
宣
言
し
、
予

算
規
模
等
を
考
慮
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
討
・
推
進
や
行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
「
事
業

仕
分
け
」
の
取
り
組
み
等
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
結
果
は
、
地
方
自
治
体
に
も
少
な
か

ら
ず
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
慎
重
に
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
上
野
原
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
く
中
で
、「
少
子
高
齢
化
対
策
」
を
は
じ
め
「
教
育
環
境
の
充
実
」「
ま
ち
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
」「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」「
生
活
基
盤
の
整
備
」「
観
光
振

興
」
な
ど
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
予
算
化
さ
れ
、
実
現
に

向
け
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
広
報
等
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、「
少
子
高
齢
化
対
策
」
で

は
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
子
育
て
を
す
る
保
護
者
の
経
済
的

な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
の
対
象
年
齢
を
県

上
野
原
市
長
　
江
口
　
英
雄

「
市
民
の
皆
様
と
の

　
　
　
　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

「
市
民
の
皆
様
と
の

　
　
　
　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
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大目地区恋塚付近からの富士山

内
13
市
で
は
初
め
て
中
学
3
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
や
、
出
産
奨
励
祝
金
の
支
給
対
象

の
拡
大
な
ど
、
今
年
1
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
生
活
基
盤
の
整
備
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
旧
町
村
の
地
域
間
交
流
の
確
立
を

図
る
た
め
の
重
要
課
題
事
業
と
し
て
捉
え
て
き
ま
し
た
主
要
地
方
道
四
日
市
場
上
野
原
線

の
「
新
天
神
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
」
が
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
接
続
す
る
市

道
田
野
入
線
の
取
り
付
け
工
事
と
と
も
に
、
早
期
の
完
成
を
目
指
し
、
市
民
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
路
線
の
確
保
と
と
も
に
、
秋
山
地
区
へ
の
大
型
バ
ス
の
乗
り
入
れ
も
可
能
と

な
り
、
既
存
の
観
光
資
源
を
利
活
用
し
た
新
た
な
観
光
振
興
に
も
つ
な
げ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
内
に
あ
る
2
つ
の
駅
、
Ｊ
Ｒ
四
方
津
駅
と
Ｊ
Ｒ
上
野
原
駅
の
周
辺
整
備
に

つ
き
ま
し
て
も
最
重
要
施
策
と
し
て
取
り
組
み
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
公
募
に

よ
る
市
民
の
方
々
や
有
識
者
、
さ
ら
に
は
地
元
関
係
者
等
に
よ
る
「
上
野
原
駅
周
辺
整
備

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
中
で
、
山
梨
県
の
東
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
緑
豊
か
な
魅
力
あ
る
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
礎
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
最
も
関
心
と
期
待
の
高
い
市
立
病
院
に
つ
い
て
で
す
が
、

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
地
域
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
新
病
院
建
設
に
つ
い
て
も
耐
震
化
交
付
金
等
の
有
効
な
補
助
金
等
を
活
用
す
る
中

で
早
期
実
現
を
目
指
す
覚
悟
で
お
り
、
昨
年
12
月
の
議
会
に
は
「
病
院
建
設
整
備
事
業
」

の
継
続
費
を
計
上
し
可
決
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
関
し
ま
し
て
も
、
昨
年
、
専
門
委
員
会
議
を
設
置

い
た
し
ま
し
た
。
ご
意
見
等
を
い
た
だ
く
中
で
、
当
該
事
業
の
是
非
に
つ
い
て
の
判
断
を

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
実
に
、
具

体
策
を
お
示
し
し
、
危
機
感
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
私
も
、
市
民
の
皆
様
方
と
と
も

に
、
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
参
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
年
は
、
早
々
の
予
算
編
成
を
は
じ
め
公
約
の
実
現
に

向
け
て
の
実
質
的
な
実
践
元
年
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
年
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め

ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
も
厳
し
い
季
節
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、

お
体
を
ご
自
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
年
が
、
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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対 象 者

①事業所得、不動産所得、譲渡所得、2か
所以上から受ける給与、給与の他に20
万円を超える所得がある方、および給
与収入が2,000万円を超える方など

②給与、年金、配当、原稿料等の所得者
で源泉徴収された税金が過納の方
（還付の確定申告）

③収入があったが、上記①、②の所得税
申告者にも、下記⑤にも該当しない方
（確定申告をする方は必要ありません）。
④収入がなく、だれの扶養にもなってい
ない方。（扶養者が上野原市以外にお住
まいの方は、申告してください。）

収入および必要経費のわかるもの、源泉徴収票、生命保険・地震保険・旧長期損害保険の支
払証明書、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の支払額のわかるもの、国民
年金保険料等の支払いをした旨を証明する書類、印鑑など。
※平成21年中の転入者で給与所得のある方や20歳以上の学生などに申告書が届く場合もありま
すが、上記⑤に該当する方や学生で収入のない方は、市民税・県民税の申告書の裏面に勤務
先や学校名（学年）等を記入して提出してください。

※事業所得や譲渡所得のある方は、大月税務署での相談・申告をご利用ください。

申告のしかた
申告用紙が税務署から郵送された方、および

郵送されていないが左記の①または②に該当す
る方は、2月15日から3月15日までの間に大月税
務署で申告してください。（②の還付申告は、2
月15日以前でも構いません。）なお、営業などの
青色申告を除く所得税の申告（確定申告）につい
ては、市民税・県民税の申告会場でも受け付け
ますので、ご利用ください。

前年度の申告の状況により、該当すると思わ
れる方に申告用紙を郵送しますが、市役所税務
課にも用意してありますので、左記の対象区分
に該当する方は、次ページに記載してある申告
会場で、3月15日までに申告してください。

区 分

確 定 申 告 が
必 要 な 人

市民税・県民税
（国民健康保険
税・介護保険
料・後期高齢者
医療保険料）の
申告が必要な人
申告の必要が
な い 人

対象者および申告の方法

⑤給与だけの所得者で、勤務先から市役所へ年末調整済の給与支払報告書が提出されている
方（本人には源泉徴収票）で、上記①、②に該当しない場合は、申告の必要はありません。

申 告 に 持 参
す る も の

そ の 他

所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
は
、

個
人
が
1
年
間（
平
成
21
年
中
）に
得

た
所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
所
得
に
つ
い
て
、
3
月
15
日
ま

で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
被
扶
養
者
以
外
で
下

表
①
〜
④
に
該
当
す
る
方
は
必
ず
申

告
し
ま
し
ょ
う
。（
こ
の
申
告
は
、
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申
告
を
兼

ね
て
い
ま
す
。）

申
告
が
遅
れ
た
り
、
過
少
申
告
を

し
た
場
合
は
、
加
算
税
が
課
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
下
表
①
・
③
・
④
に
該
当

す
る
方
で
申
告
が
な
い
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
、
高

額
療
養
費
等
の
非
課
税
世
帯
の
適
用

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
告
は
お
早
め
に

期
限
間
近
に
な
る
と
、
会
場
が
大

変
混
雑
し
て
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
め
の
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
は

税
務
課
課
税
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

3
）

・
所
得
税
・
消
費
税
に
つ
い
て
は

大
月
税
務
署（
蕁
22
―

3
1
5
1
）

申告は自分で書いてお早めに

申
告
は
お
早
め
に

　
　
　
所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ

申
告
は
お
早
め
に

　
　
　
所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ
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※『確定申告書作成相談会』のお知らせ
●日　時 2月2日（火）午前10時～正午、午後1時～4時
●場　所 もみじホール会議室2
※大月税務署による『年金受給者の確定申告書作成についての相談会』のお知らせ
●日　時 2月12日（金）午前9時～正午、午後1時～4時
●場　所 もみじホール会議室2
※『税理士による無料相談会』のお知らせ。税に関する全般の相談に無料で応じます。
●日　時 2月18日（木）、2月19日（金）午前10時～正午、午後1時～3時
●場　所 もみじホール会議室2

受付日

2/15
（月）

2/16
（火）

2/17
（水）

2/18
（木）
2/19
（金）

2/22
（月）

2/23
（火）
2/24
（水）
2/25
（木）
2/26
（金）

該 当 地 域
奈須部、先祖・丸畑、
諏訪、塚場、新三、八
米、山風呂、向風

新一、新二

本一、本二、本三

原、田町、新田倉、
鶴川、大曽根、小倉、
大倉、大曽根陽光台、
上野山、日野、大椚
羽佐間、小沢、新井、
西シ原、小沢団地、
小沢東団地

仲山・大椚、八ツ沢、松留

他の会場で申告できな
かった方（大目、甲東、
巌、大鶴）
他の会場で申告できな
かった方（島田、棡原、
西原、秋山）
他の会場で申告できな
かった方（上野原）
他の会場で申告できな
かった方（全地区)
他の会場で申告できな
かった方（全地区)

市民税・県民税申告受付（相談）会場日程表
受付日

3/1
（月）

3/2
（火）
3/3
（水）

3/4
（木）

3/5
（金）

3/8
（月）

3/9
（火）

3/10
（水）

3/11
（木）
3/12
（金）
3/15
（月）

受 付 時 間

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00

9:30～11:30

1:00～ 4:00

9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00
9:30～11:30
1:00～ 4:00

申 告 会 場

市 役 所
西原出張所

ふ る さ と
長 寿 館

市 役 所
甲東出張所

島田コミュニ
ティセンター
島田コミュニ
ティセンター

市 役 所
大目出張所

コモアしおつ
3 丁 目 集 会 所
コモアしおつ
3 丁 目 集 会 所
市 役 所
巌 出 張 所
秋山公民館
講 堂

該 当 地 域
初戸、腰掛、田和・上平、
藤尾、中群、扁盃、川通

飯尾、下城、郷原、原

沢渡、大垣外、小伏、
井戸
尾続、用竹、椿、猪丸、
日原
芦垣、和見、瀬渕、東区
西区、棚頭、荻野、
野田尻
上新田、中新田
下新田
西区、駒門
東区、南区、田野入
日向、花坂、西大野、
東大野、南米沢、高橋
犬目、恋塚、談合坂、
新田、谷後、日留野、
大田、大沢、矢坪
コモアしおつ1丁目
コモアしおつ2丁目
コモアしおつ3丁目
コモアしおつ4丁目
奥平、川合、千足、仲居
牧野、当月、久保、杖突・栃穴

秋山地区

受付時間

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00

申 告 会 場

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室

※当日の混雑状況により、午前中の受付時間を繰り上げる場合があります。
※会場の混雑を避けるため、収入・必要経費の明細および医療費の領収書等は、
あらかじめ計算し、整理しておいてください。

※申告会場の変更
今年度から島田地区の申告会場が、新田水防会館から島田コミュニティセンターに変更となりましたので
ご注意ください。



◆
上
野
原
市
長
　
江
口
英
雄

本
当
に
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

こ
こ
で
委
員
の
会
議
を
立
ち
上

げ
て
、
も
う
一
度
見
直
し
ま
す
。

現
在
、
国
で
も
、
8
月
の
政
権
交

代
で
、
鳩
山
政
権
下
に
お
い
て
す

べ
て
に
聖
域
な
き
改
革
を
進
め
て

い
ま
す
。
私
も
そ
う
い
う
意
味
で
、

病
院
問
題
も
例
外
で
は
な
い
と
い

う
観
点
か
ら
、
今
ま
で
22
年
間
を

見
直
し
て
新
し
く
、
本
当
に
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

病
院
経
営
に
関
し
て
も
深
い
見
識

を
持
つ
先
生
方
に
ご
意
見
を
拝
聴

す
る
中
で
、
市
の
病
院
づ
く
り
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
廣
田
健
児
委
員（
ツ
ル
虎
ノ
門

外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
顧
問
）

レ
ベ
ル
維
持
を

跡
見
先
生
や
伊
東
先
生
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
、
魅
力
あ
る
病
院
、

東
京
の
虎
ノ
門
病
院
に
い
ま
し
た

の
で
、
こ
ち
ら
に
来
た
と
き
に
や

っ
ぱ
り
、
往
年
の
虎
ノ
門
ぐ
ら
い

の
レ
ベ
ル
を
地
域
で
も
や
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
、

ド
ク
タ
ー
に
も
ナ
ー
ス
に
も
対
応

し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
長
　
隆
座
長（
元
公
立
病
院
改

革
懇
談
会
座
長
・
東
日
本
税
理

士
法
人
代
表
役
員
）

地
域
医
療
振
興
協
会
を
応
援

こ
れ
よ
り
委
員
の
み
な
さ
ん
か

ら
市
長
に
助
言
を
い
た
だ
き
ま

す
。
差
し
迫
っ
た
問
題
は
、
病
院

建
設
の
耐
震
基
金
の
交
付
期
限
が

あ
り
、
早
急
に
着
工
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

各
有
力
大
学
の
最
高
責
任
者
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

地
域
医
療
振
興
協
会
を
応
援
し

て
、
約
束
さ
れ
て
い
る
診
療
体

制
・
2
次
救
急
体
制
が
で
き
る
方

法
を
、
速
や
か
に
実
行
し
て
い
た

だ
く
た
め
市
長
に
必
要
な
助
言
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
伊
東
紘
一
委
員（
社
会
福
祉
法

人
恩
賜
財
団
済
生
会
常
陸
大
宮

済
生
会
病
院
院
長
）

す
べ
て
は
人
材

す
べ
て
は
人
材
で
す
の
で
、
山

梨
県
は
武
田
信
玄
で
す
か
ら
、
人

で
し
ょ
、
人
は
城
で
し
ょ
。
人
材

は
何
百
年
も
前
か
ら
言
わ
れ
て
い

る
の
に
、
そ
の
日
本
の
山
梨
県
で

人
材
を
大
切
に
し
て
い
る
か
。
こ

こ
上
野
原
に
行
き
た
い
と
い
う
魅

力
あ
る
病
院
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
…

◆
星
　
和
彦
委
員（
山
梨
大
学
理

事
・
前
山
梨
大
学
医
学
部
教

授
・
同
付
属
病
院
院
長
）

一
箇
所
に
集
約

集
約
化
は
人
の
問
題
が
大
き
い

の
で
、
出
身
大
学
が
違
っ
た
り
し

た
ら
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
同

じ
規
模
の
中
小
病
院
が
散
在
し
て

い
る
の
は
問
題
で
す
。
や
は
り
ど

こ
か
一
か
所
に
集
約
し
て
若
い
医

師
が
充
実
し
た
診
療
と
勉
強
が
で

き
る
病
院
に
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

◆
跡
見
　
裕
委
員（
杏
林
大
学
医

学
部
医
学
部
長
）

理
念
を
持
っ
て

病
院
を
つ
く
っ
た
と
き
、
病
院

が
ど
う
い
う
理
念
で
動
い
て
、
職

員
に
ど
う
い
う
対
応
を
し
て
、
そ

う
い
う
理
念
が
き
ち
ん
と
し
て
い

る
病
院
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
な
い
限
り
、
ど
ん
な

立
派
な
も
の
を
作
っ
て
も
居
着
か

な
い
。
つ
く
る
な
ら
き
ち
ん
と
し

た
理
念
を
持
っ
て
…
。

◆
北
川
泰
久
委
員（
東
海
大
学
医

学
部
付
属
八
王
子
病
院
院
長
）

連
携
を
図
る

お
互
い
に
私
た
ち
の
得
意
な
部

門
が
あ
る
。
お
互
い
が
捕
ら
え
る

も
の
を
補
う
と
い
う
こ
と
で
、
情

報
を
交
換
し
な
が
ら
連
携
を
図
る

必
要
も
あ
り
ま
す
し
、
地
域
が
ど

う
い
う
も
の
を
必
要
と
し
て
い
る

か
、
是
非
、
心
が
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
お
互
い
に
協
力
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
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▲12月14日に第2回上野原市立病院専門委員会議が

開催されました。会合では、医療機関の収容状

況と急病疾病別の搬送状況、上野原市立病院建

設計画の概要、および財務諸表の分析が行われ

ています。

貴
重
な
財
源

《
医
療
施
設
耐
震
化

臨
時
特
例
交
付
金
》

10
月
29
日
、
山
梨
県
福
祉
保
健

部
医
務
課
長
か
ら
医
療
施
設
耐
震

化
臨
時
特
例
交
付
金
と
し
て
5
億

3
0
7
2
万
2
千
円
を
上
限
と
す

る
交
付
金
の
内
示
が
あ
り
ま
し

た
。
病
院
建
設
の
貴
重
な
財
源
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

※
上
野
原
市
立
病
院
専
門
委
員
の

会
議
録
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

病
院
対
策
課
病

院
対
策
担
当（
蕁
62
―

3
1
3
6
）

検証
魅力ある病院づくりのために

第1回上野原市立病院専門委員会議

抜粋で紹介



第5回上野原市駅伝競走大会を開催します第5回上野原市駅伝競走大会を開催します

7 広報うえのはら　平成22年1月号　　　　　

市
で
は
、
第
5
回
上
野
原
市
駅

伝
競
走
大
会
を
1
月
17
日（
日
）に

開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
小
学
生
か
ら
壮
年
の

選
手
た
ち
が
新
春
の
上
野
原
市
を

駆
け
抜
け
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

沿
道
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

1
月
17
日（
日
）予
備
日
24
日

（
日
）午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

※
市
内
小
学
男
子
・
女
子
の
部
は

午
後
0
時
45
分
ス
タ
ー
ト

●
競
技
部
門

①
市
内
小
学
男
子
の
部

②
市
内
小
学
女
子
の
部

③
一
般
の
部

④
市
内
体
協
の
部

⑤
市
内
職
場
の
部

⑥
市
内
壮
年
の
部

⑦
中
学
男
子
の
部

⑧
中
学
女
子
の
部

●
コ
ー
ス（
各
中
継
所
通
過
予
想

時
間
）

・
競
技
部
門
①
・
②
＝
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
周
回
コ
ー
ス

・
競
技
部
門
③
〜
⑧
＝
牛
倉
神
社

前
〜
大
鶴
小
学
校
前（
午
前
10

時
40
分
ご
ろ
）〜
甲
東
出
張
所

前（
午
前
10
時
50
分
ご
ろ
）〜
矢

坪
橋（
午
前
11
時
ご
ろ
）〜
大
野

貯
水
池（
午
前
11
時
10
分
ご
ろ
）

〜
旧
へ
そ
ま
ん
前（
午
前
11
時

25
分
ご
ろ
）〜
上
野
原
市
役
所

玄
関
前（
午
前
11
時
35
分
ご
ろ
）

●
選
手
へ
の
応
援
に
つ
い
て

・
事
故
防
止
と
走
者
の
安
全
確
保

の
た
め
、
警
察
、
交
通
安
全
協

会
お
よ
び
交
通
指
導
員
の
指
示

に
従
い
、
沿
道
で
の
応
援
に
つ

い
て
は
、
歩
道
等
の
安
全
な
場

所
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
伴
走（
走
者
応
援
の
た
め
コ
ー

ス
内
を
車
や
バ
イ
ク
等
で
通
行

す
る
こ
と
）や
車
輌
の
駐
停
車

は
コ
ー
ス
全
線
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
交
通
規
制

当
日
、
次
の
箇
所
で
交
通
規
制

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
午
後
0
時
40
分
ご
ろ
〜
1
時
30

分
ご
ろ（
小
学
の
部
）

・
上
野
原
小
学
校
屋
内
運
動
場
前

〜
羽
佐
間
区
観
音
堂
入
口
付
近

ま
で
の
道
路（
市
道
北
裏
線
）

②
午
前
10
時
15
分
ご
ろ
〜
10
時
35

分
ご
ろ（
一
般
・
そ
の
他
の
部

ス
タ
ー
ト
時
）

・
国
道
20
号
新
町
二
丁
目
交
差
点

（
ハ
リ
カ
前
）〜
本
町
三
丁
目
交

差
点（
大
和
屋
薬
局
前
）

③
午
前
10
時
30
分
ご
ろ
〜
10
時
50

分
ご
ろ（
一
般
・
そ
の
他
の
部
）

・
市
道
八
米
鏡
渡
橋
線
　
鏡
渡
橋

手
前
入
口
〜
市
川
リ
ー
ス
横

④
午
前
11
時
10
分
ご
ろ
〜
午
後
0

時
30
分
ご
ろ（
一
般
・
そ
の
他

の
部
）

・
国
道
20
号
上
野
原
高
校
入
口

⑤
午
前
11
時
20
分
ご
ろ
〜
午
後
0

時
40
分
ご
ろ（
一
般
・
そ
の
他

の
部
）

・
市
道
本
町
新
田
倉
線
、
市
道
桐

ノ
木
線
、
市
道
田
町
寺
畑
線
の

一
部
、
市
道
南
裏
線
の
一
部

・
国
道
20
号
新
田
倉
交
差
点（
タ

イ
ヤ
シ
ョ
ッ
プ
上
野
原
前
）〜

市
役
所
前

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局（
教
育
学
習
課

内
蕁
62
―

3
4
0
9
）

父母の応援も熱が入る小学の部

1月17日 号砲  
午前10時30分（一般・その他の部）

                           午後  0時45分（小学の部）
1月17日 号砲  

午前10時30分（一般・その他の部）

                           午後  0時45分（小学の部）
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猫
を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

①
飼
い
猫
の
場
合
、
首
輪
を
つ
け
家
の
中
で

飼
育
す
る

飼
い
猫
、
野
良
猫
の
判
別
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
飼
い
猫
が
迷
惑
を
か
け
た
場
合
、

飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
対
処
し
て
く
だ

さ
い
。

②
避
妊
・
去
勢
手
術
の
実
施

不
幸
な
猫
の
減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。
な

お
、
猫
を
捨
て
た
場
合
は
50
万
円
以
下
の

罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

③
ふ
ん
尿
の
場
所
を
し
つ
け
る

猫
の
ふ
ん
尿
は
、
寄
生
虫
を
持
っ
て
い
る

守っていますか？
飼い主のマナー
守っていますか？
飼い主のマナー

猫や犬などの小動物は、人間のパートナーとして、私た
ちの生活に潤いをもたらしてくれます。しかし、その一方
でふんの後始末、捨て猫、犬の放し飼いなどのトラブルが
後を絶たず、多くの苦情が市に寄せられています。
法律や条例では、飼い主の責務として、人に害を与えた

り、迷惑を掛けたりしないように努めることや、愛情を持
って終生飼養する責任があるなど、動物愛護とペットの飼
育方法などについても幅広く規定しています。
飼い主の方は、適切なしつけを欠かさず、周囲に迷惑を

掛けないようマナーを守り、人もペットも気持ち良く暮ら
すことができるよう、ご協力をお願いします。

こ
と
が
あ
り
不
衛
生
で
す
。
飼
い
猫
が
ふ

ん
尿
を
自
宅
で
す
る
よ
う
に
し
つ
け
を

し
、
ほ
か
の
場
所
で
は
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

④
野
良
猫
の
餌
付
け
を
し
な
い

無
責
任
な
餌
付
け
は
野
良
猫
の
増
加
に
つ

な
が
り
、
ご
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

■
野
良
猫
の
侵
入
対
策

野
良
猫
の
侵
入
を
防
ぐ
に
は
次
の
よ
う
な

方
法
が
あ
り
ま
す
。

・
防
護
柵
な
ど
で
猫
の
入
る
所
を
ふ
さ
ぐ

・
市
販
の
猫
用
の
忌
避
剤
、
米
の
と
ぎ
汁
、

水
、
木
酢
液
や
柑
橘
類
の
果
汁
等
を
敷
地

に
散
布
す
る（
猫
の
嫌
う
ニ
オ
イ
を
猫
の

通
り
道
に
ま
く
と
、
近
寄
ら
な
い
効
果
が

あ
り
ま
す
。）

犬
を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

①
登
録
を
す
る

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い
主
は
、

犬
を
取
得
し
た
日（
生
後
90
日
以
内
の
犬

を
取
得
し
た
場
合
は
、
生
後
90
日
を
経
過

し
た
日
）か
ら
30
日
以
内
に
、
犬
の
登
録

を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

狂
犬
病
予
防
法（
第
5
条
）に
よ
り
、
年
に

1
回
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
、
必
ず
毎

年
1
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
鑑
札
を
つ
け
る

犬
の
登
録
の
際
に
は
、
鑑
札
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、
首
輪
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

迷
い
犬
が
見
つ
か
っ
た
と
き
な
ど
、
市
役

所
に
お
い
て
犬
の
飼
い
主
が
判
別
で
き
ま

す
。
ま
た
首
輪
に
も
住
所
を
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

④
ふ
ん
の
処
理

散
歩
中
な
ど
で
飼
い
犬
が
ふ
ん
を
し
た
場

合
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
を
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤
散
歩
中
の
注
意

1
人
で
数
頭
の
犬
を
つ
れ
て
い
る
方
が
い

ま
す
が
、
散
歩
中
に
人
に
飛
び
掛
っ
た
り
、

噛
み
付
い
た
り
し
な
い
よ
う
犬
を
し
つ
け

る
と
と
も
に
、
万
が
一
の
場
合
に
備
え
、

制
御
で
き
る
人
が
犬
を
散
歩
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
・
飼
い
猫
が

い
な
く
な
っ
た
ら

最
近
、
市
で
保
護
す
る
犬
の
頭
数
が
増
え

て
お
り
、
飼
い
主
の
元
へ
い
ち
早
く
戻
る
よ

う
に
公
示
や
告
知
端
末
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
飼
い
主
の
元
へ
戻
す
事

が
で
き
ま
せ
ん
。
飼
い
犬
・
飼
い
猫
が
い
な

く
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
犬
を
保
護
し
た
り
野
良
犬
を
発
見
し
た

場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

犬
や
猫
は
愛
護
動
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す

庭
に
猫
が
入
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
傷
つ

け
る
行
為
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
猫
等
、

愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
、
ま
た
は
傷
つ

け
た
者
は
、
1
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
100
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す（
動
物
の

愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
第
44
条
）。

猫
の
捕
獲
は
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
・
鳥
獣
保
護
法
及
び
猫
の
所
有

に
関
わ
る
そ
の
ほ
か
の
規
定
な
ど
が
あ
り
、

「
不
妊
手
術
」「
保
護
救
済
」
目
的
以
外
に
は

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）
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「
統
合
を
し
て
」

上
野
原
中
学
校
２
年
Ａ
組
　
長
田
侑
三

僕
は
、
正
直
統
合
に
反
対
で
あ
っ
た
。
何

と
な
く
少
な
い
人
数
か
ら
と
て
も
多
い
人
数

に
変
わ
る
の
で
、
不
安
は
大
き
く
、
多
少
恐

か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
統
合
し
上
中
に
通
っ
て

み
る
と
、
統
合
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
。
友

達
は
た
く
さ
ん
増
え
た
し
、
人
と
の
関
わ
り

が
増
え
た
。
確
か
に
西
原
中
に
は
西
原
な
り

の
良
い
所
は
あ
る
が
、
上
中
の
人
数
だ
か
ら

こ
そ
出
来
る
こ
と
も
あ
る
。
全
校
合
唱
を
一

番
最
初
に
聞
い
た
と
き
は
鳥
肌
が
立
つ
く
ら

い
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
を
自
分

自
身
が
歌
え
て
い
る
と
思
う
と
う
れ
し
い
と

思
う
。
ま
た
生
徒
会
と
い
う
大
役
も
や
る
こ

と
が
出
来
て
い
る
。
だ
か
ら
、
統
合
し
て
良

か
っ
た
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
は
西
原
出
身
を
誇
り
に
思
い
上

中
生
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

「
新
し
い
学
校
生
活
」

上
野
原
中
学
校
　
2
年
Ｂ
組
　
一
宮
美
玲

私
は
、
昨
年
上
野
原
中
学
校
に
入
学
し
ま

し
た
。
初
め
の
頃
は
、
少
し
不
安
も
あ
っ
た

気
が
し
ま
す
。「
み
ん
な
と
仲
良
く
友
達
に

な
れ
る
か
な
？
」
中
で
も
、
そ
の
事
が
一
番

心
配
で
し
た
。
私
は
あ
ま
り
積
極
的
に
話
が

で
き
る
方
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
毎
日
学
校
に
行
っ
た
の
で
す
。

「
お
は
よ
う
！
」
そ
ん
な
私
に
も
、
そ
う

や
っ
て
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し

た
。
今
と
な
っ
て
は
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の

事
、
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
す
ご

く
私
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
事
で
し
た
。
ク
ラ

ス
の
中
に
い
て
も
、
休
み
時
間
で
廊
下
に
い

て
も
、
部
活
に
行
っ
て
も
…
。
上
中
に
来
て

か
ら
は
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
人
の
中
で
生

活
す
る
事
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
楽
し
い
事
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
逆

に
そ
う
で
も
な
い
時
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
学
園
祭
の
時
で
す
。
み
ん

な
で
集
合
す
る
時
に
は
、「
○
時
○
分
ま
で

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
ね
っ
！
」
と
言
わ
れ

る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
や
っ
ぱ
り
遅

刻
し
て
し
ま
う
人
が
出
て
く
る
し
、
長
縄
な

ど
で
息
が
う
ま
く
合
わ
な
い
時
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
面
で
は
、
人
数
が
多
く
て

大
変
だ
な
と
思
っ
た
時
も
少
し
は
あ
り
ま

新
し
い
学
校
生
活
の

感
想
・
抱
負

す
。
で
も
、
そ
う
い
う
時
に
は
し
っ
か
り
協

力
し
て
、
よ
り
ク
ラ
ス
の
絆
を
深
め
る
事
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
、
楽
し
か
っ
た
事
、
嬉

し
か
っ
た
事
、
悲
し
か
っ
た
事
、
辛
か
っ
た

事
…
。
い
ろ
ん
な
事
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
一
つ
が
、
き
っ
と
、
自
分
の
力
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

そ
の
一
つ
一
つ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
中
学

校
生
活
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ

う
い
う
経
験
を
、
こ
う
し
て
た
く
さ
ん
し
て

い
け
る
の
は
、
今
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

勉
強
も
も
ち
ろ
ん
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
そ
う
い
う
事
の
他
に
も
今
し
か

で
き
な
い
事
を
通
じ
て
、『
一
生
残
る
大
切

な
思
い
出
』
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
上
中
の
統
合
に
つ
い
て
」

上
野
原
中
学
校
　
2
年
Ｂ
組
　
坂
口
大
知

僕
は
、
上
野
原
中
学
校
と
の
統
合
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。
僕
が
統
合
し
て
良
か
っ
た

な
あ
と
思
う
部
分
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
友
達
に
つ
い
て
で
す
。
中
学

生
に
な
る
前
は
、
友
達
が
で
き
る
か
心
配
で

し
た
。
し
か
し
、
僕
は
自
分
か
ら
積
極
的
に

話
し
な
ど
を
し
て
た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
僕
の
不

安
だ
っ
た
学
校
生
活
が
、
希
望
が
あ
り
毎
日

が
楽
し
い
元
気
で
明
る
い
学
校
生
活
へ
と
変

化
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
勉
強
に
つ
い
て
で
す
。
僕
が
、

も
し
統
合
せ
ず
に
棡
原
中
学
校
に
行
っ
て
い

た
ら
ク
ラ
ス
の
人
数
が
12
人
と
い
う
小
さ
な

学
年
と
し
て
終
わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
数
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
自

分
の
レ
ベ
ル
と
同
じ
く
ら
い
の
人
と
「
順
位

ど
れ
く
ら
い
だ
っ
た
」
や
「
今
回
の
テ
ス
ト

ど
れ
く
ら
い
取
っ
た
」
な
ど
の
競
い
あ
い
を

す
る
こ
と
で
、
あ
い
つ
だ
け
に
は
、
負
け
た

く
な
い
な
ど
の
競
う
心
が
強
く
な
り
互
い
に

順
位
が
よ
く
な
り
し
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
学
校
行
事
の
こ
と
に
つ
い
て

で
す
。
中
で
も
代
表
的
な
の
は
若
鷲
祭
と
い

う
学
園
祭
で
す
。
こ
の
若
鷲
祭
は
、
上
野
原

中
学
校
の
伝
統
的
な
行
事
で
す
。
こ
の
行
事

は
、
ク
ラ
ス
、
学
年
、
全
校
で
合
唱
の
練
習

や
体
育
の
部
の
競
技
の
練
習
を
し
て
、
ク
ラ

ス
、
学
年
、
全
校
の
団
結
力
を
さ
ら
に
た
か

め
る
こ
と
、
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。

僕
が
こ
の
若
鷲
祭
を
行
っ
た
と
き
は
、
ク
ラ

ス
、
学
年
、
全
校
の
団
結
力
が
深
ま
っ
た
だ

け
で
な
く
、
こ
の
人
は
、
こ
ん
な
人
だ
と
た

く
さ
ん
の
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
上
中
生
と
し
て
楽
し
く
元

気
に
残
り
の
学
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

平
成
20
年
4
月
に
上
野
原
・
棡
原
・
西
原
中
学
校
の
適
正
配
置（
統
合
）を
行
い
、

棡
原
・
西
原
地
区
の
生
徒
は
上
野
原
中
学
校
へ
通
学
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
学
校
生

活
の
感
想
や
抱
負
に
つ
い
て
作
文
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
作
品

も
、
新
し
い
学
校
生
活
へ
の
不
安
が
楽
し
さ
へ
変
化
し
て
い
く
様
子
や
、
友
だ
ち
が

た
く
さ
ん
で
き
た
喜
び
等
が
率
直
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
1
月
号

で
は
、
3
名
の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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11
月
24
日（
火
）に
行
わ
れ
た
ふ

れ
愛
ト
ー
ク
の
様
子
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

《
簡
易
水
道
組
合
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
》

簡
易
水
道
組
合
で
は
水
源
清
掃

を
行
っ
て
い
る
が
、
組
合
員
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
お

年
寄
り
が
作
業
を
し
て
い
る
。
作

業
は
危
険
を
伴
い
、
重
労
働
で
と

て
も
心
配
で
あ
る
。

ま
た
、
組
合
で
水
質
検
査
を
し

て
い
る
が
、
毎
日
検
査
を
し
な
く

て
は
な
ら
ず
、
時
間
的
・
精
神
的

に
も
か
な
り
の
負
担
で
あ
る
。

生
活
環
境
課

市
内
に
は
簡
易

水
道
組
合
が
33
箇
所
あ
り
、
多
く

の
組
合
で
こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
水
質
検
査
は
県
か
ら

の
指
導
も
あ
り
、
塩
素
濃
度
の
測

定
を
組
合
に
お
願
い
し
て
い
る
。

組
合
の
水
源
清
掃
や
水
質
検
査
と

い
っ
た
活
動
は
市
と
し
て
も
と
て

も
助
か
り
感
謝
し
て
い
る
。

組
合
員
の
負
担
を
減
ら
す
に

は
、
組
合
の
数
を
統
合
す
る
な
ど

し
て
、
大
き
な
組
合
と
し
て
管
理

し
て
い
く
の
が
い
い
と
思
う
。

市
長

市
で
は
、
現
在
水
道
計

画
を
策
定
中
で
、
そ
の
中
で
組
合

の
統
廃
合
と
い
っ
た
方
針
も
出
て

く
る
と
思
う
。
た
だ
し
、
地
域
に

は
水
利
権
の
問
題
も
あ
り
、
統
合

は
か
な
り
難
し
い
状
況
に
は
あ
る

が
、
組
合
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
安
全
な
水
を
供
給
す

る
に
は
ど
う
し
て
も
水
質
検
査
が

必
要
で
あ
る
。
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
相
談
に
応
じ
る
の
で
、
何
か

あ
れ
ば
連
絡
を
し
て
ほ
し
い
。

1
月
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

1
月
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

1
月
26
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

●
場
所

市
長
室

●
方
法

お
一
人
ま
た
は
一
組

（
5
人
程
度
）を
対
象
と
し
て
、

対
話
時
間
は
お
お
む
ね
20
分
と

し
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
―

3
1

1
8
・
蕭
62
―

5
3
3
3
）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

下
水
道
接
続
工
事
の
お
願
い

公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

な
る
と
、
汲
み
と
り
ト
イ
レ
の
ご

家
庭
は
3
年
以
内
に
、
浄
化
槽
等

の
ご
家
庭
も
、
速
や
か
に
公
共
下

水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
が
下
水
道

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
区
域
内
に
建
物
等
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
早
期
に
市

が
設
置
し
た
「
公
共
汚
水
ま
す
」

ま
で
の
宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置

し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
排
水
設
備
設
置
工
事
は
、

市
が
指
定
し
た
「
排
水
設
備
指
定

工
事
店
」
で
な
け
れ
ば
工
事
が
で

き
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
下
水
道
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
と
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度

①
排
水
設
備
工
事
補
助
金
制
度

下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
3
年

以
内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
の
宅
地
内
排
水
設
備
を

設
置
し
た
場
合
、
工
事
費
の
2

分
の
1（
限
度
額
10
万
円
）を
補

助
し
ま
す
。
補
助
対
象
工
事
は
、

水
洗
化
工
事
費
、
宅
地
内
排
水

設
備
工
事
費
、
井
戸
な
ど
に
設

置
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
取
付
費

等
で
す
。

②
工
事
資
金
等
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置
す
る

た
め
の
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

を
行
う
制
度
で
す
。
市
内
の
金

融
機
関（
郵
便
局
を
除
く
）か
ら

融
資
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
場
合

に
生
ず
る
利
子
を
市
が
全
額
補

給
し
ま
す
。

※
①
②
に
は
条
件
等
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
下
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度
に
供
用
開
始
と

な
っ
た
区
域
の
み
な
さ
ん
へ

排
水
設
備
工
事
補
助
金
の
交
付

期
限
で
あ
る
3
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
平
成
22
年
3
月
末
日
ま
で
に

排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
な
い
と

補
助
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
未
接
続
の
方
は
補
助

金
制
度
を
ご
活
用
の
う
え
、
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
年
度
末
に
は
各
指
定
工

事
店
に
工
事
の
依
頼
が
殺
到
し
、

工
事
を
完
了
で
き
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
排
水
設
備
工
事
は

早
め
の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

下
水
道
の
は
な
し

下
水
道
の
は
な
し

供用開始区域内の世帯

4,601世帯

接続世帯 3,949世帯

接続率 85.83％

下水道普及率（10月末現在）



診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

11 広報うえのはら　平成22年1月号　　　　　

月曜日

両角・外間

進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

鶴野

地場

小林

※2

※3

櫻林

「天は人の上に…」

「天は人の上に人を造らず、人の下に人を造らずと云
えり」…明治4年に書かれた、あまりにも有名な福沢諭
吉の「学問のすすめ」の言葉です。人はみな平等だとい
う意味ですが、120年以上も前のこの言葉が、まだまだ
実現していないどころか格差が拡大している面さえ見ら
れるこのごろです。
この福沢諭吉の言葉は、実はアメリカ独立宣言から引

用したものです。「われわれは、自明の真理として、す
べての人は平等に造られ、造物主によって、一定の奪い
がたい天賦の諸権利を付与され、その中に生命、自由お
よび幸福の追求のふくまれることを信ずる」の中から引
用しました。福沢諭吉は1866年（慶応2年）に『西洋事情』
で、アメリカ独立宣言を翻訳しています。
ところが、アメリカ独立宣言の「すべての人」の中に

は、女性も先住民も黒人も含まれていません。アメリカ
で女性の参政権が認められたのは、独立から150年もた
った1920年になってからです。1918年に提案された女性
参政権を認めるアメリカ憲法の修正条項案は、上院でい

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.41

ったん否決されますが、当時のアメリカの女性たちが、
上院選挙で女性参政権に反対する上院議員に投票しない
ように運動をして、ようやく議会を通過しました。
人はみな平等といっても、それらの課題は当事者が血

と汗をにじませて獲得していったものでした。
福沢諭吉の考えていた「人の平等」も男性中心でした。

明治憲法下でも女性の参政権は与えられていません。男
性の普通選挙が実現したのは、1925年（大正14年）でした。
日本でも戦前から平塚らいてう、市川房枝などが女性

参政権獲得の運動をしていました。1931年（昭和6年）に
は、衆議院で制限つきながら女性参政権を認める法案が
可決されますが、貴族院の猛反対で成立しませんでした。
敗戦後にいち早く参政権獲得の運動が再開し、現在の女
性参政権もこうした戦前・戦後の運動を通じて実現しま
した。
男女共同参画推進委員会でも、女性の平等を求める歴

史の学習をしながら、上野原市の男女共同参画社会の実
現のための一助になればと第3期の活動を始めました。
男女共同参画社会の実現は、ひとりでにできるもので

はなく、社会のつくり方を変えていく大変な事業です。
市民のみなさんも一緒に考えていきましょう。

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

金曜日

両角・毛利

村田・井上

非常勤小児科医交替

長坂

細川

細川

川村

井山・須田

岡本

水上

非常勤内科医交替

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　1月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

櫻林・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

鶴野

前田

水曜日

両角・津久井大

二階堂・反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島・須田

間渕

森山

長尾

前田

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

喜瀬

戸田（予約第1週）

※1

高橋

平良（予約）

高橋

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 脳神経外科の木曜日は、非常勤脳外科医が交替で診療を行います。
※2 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※3 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が津久井大医師、第2・4週が村田医師が診療を行います。
※表は12月18日現在の予定です。診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。
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く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
と
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
習
慣
づ
く

り
の
基
本
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と

外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い
等
で

す
。

①
マ
ス
ク
の
着
用

鼻
や
喉
の
粘

膜
の
保
湿
と
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵

入
を
防
ぎ
ま
す
。
毎
日
新
し
い

物
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

②
う
が
い

喉
に
付
着
し
た
ウ
イ

ル
ス
を
除
去
し
ま
す
。
帰
宅
時

だ
け
で
な
く
食
事
前
等
頻
繁
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

③
手
洗
い

手
指
な
ど
に
付
着
し

た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
し
ま
す
。

帰
宅
後
や
調
理
、
食
事
前
は
石

鹸
と
流
水
で
15
秒
以
上
時
間
を

か
け
て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

④
外
出
を
控
え
る

人
ご
み
な
ど

へ
の
不
要
不
急
な
外
出
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

⑤
予
防
接
種
を
受
け
る

予
防
接

種
は
重
症
化
を
防
ぐ
確
実
性
の

高
い
予
防
法
で
す
。

こ
の
よ
う
な
注
意
点
を
頭
で
は

理
解
し
て
い
て
も
日
常
生
活
の
中

で
習
慣
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
意
識
的
に

行
動
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓

延
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
を

予
防
し
よ
う

か
ぜ
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
一
過

性
の
感
染
症
の
総
称
で
す
。
ウ
イ

ル
ス
の
中
で
も
一
番
問
題
に
な
る

の
は
感
染
力
が
強
い
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
」
で
す
。
こ
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
数
十
年
に
一

度
大
流
行
し
て
お
り
、
平
成
21
年

に
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

か
ぜ
の
症
状
は
咳
や
喉
の
痛

み
、
鼻
炎
な
ど
の
一
過
性
の
炎
症

に
限
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
高
熱
や
全
身
症
状

も
強
く
重
症
化
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
い
っ

た
ん
流
行
が
始
ま
る
と
、
短
期
間

で
感
染
が
拡
大
し
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
、
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
、
予
防

の
基
本
は
同
じ
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
し
な
い
為
の
正
し

い
予
防
法
や
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な

い
体
づ
く
り
の
方
法
を
学
び
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

《
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
》

・
飛
沫
感
染

咳
や
く
し
ゃ
み
で

放
出
し
た
つ
ば
な
ど
に
含
ま
れ

る
ウ
イ
ル
ス
が
、
鼻
や
の
ど
の

粘
膜
に
つ
き
感
染
し
ま
す
。
感

染
の
危
険
が
あ
る
距
離
は
2
ｍ

以
内
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
空
気
感
染

咳
や
く
し
ゃ
み
で

飛
び
散
っ
た
ウ
イ
ル
ス
が
乾
燥

し
て
空
気
中
を
漂
い
、
体
内
に

侵
入
し
て
感
染
し
ま
す
。

・
接
触
感
染

ウ
イ
ル
ス
が
付
着

し
た
物
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。

《
日
常
生
活
に
お
け
る
予
防
法
》

日
常
生
活
に
お
い
て
十
分
な
睡

眠
と
栄
養
に
気
を
配
る
事
は
、
ウ

イ
ル
ス
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
の

上
で
重
要
と
い
え
ま
す
。
睡
眠
中

は
免
疫
細
胞
が
活
性
化
さ
れ
る
の

で
夜
更
か
し
な
ど
の
不
規
則
な
睡

眠
習
慣
は
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
生
活
を
心
が
け
る
事
で
抵
抗

力
が
つ
き
ま
す
。
糖
質
、
た
ん
ぱ

元
気
い
き
い
き
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、「
元
気
い
き
い

き
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
要
介
護
等
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方

■
内
容

足
腰
等
の
運
動
や
、
口
腔
・
栄

養
指
導
な
ど

■
開
催
日
時
・
場
所

《
上
野
原
・
金
曜
日
コ
ー
ス
》

●
日
時

2
月
5
日（
金
）か
ら
毎

週
金
曜
日（
計
8
回
実
施
）午
前

10
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

※
主
に
特
定
高
齢
者（
介
護
予
防

を
重
点
的
に
行
う
必
要
の
あ
る

高
齢
者
）を
対
象
と
し
ま
す
。

《
秋
山
・
火
曜
日
コ
ー
ス
》

●
日
時

2
月
2
日（
火
）か
ら
毎

週
火
曜
日（
計
8
回
実
施
）午
前

11
時
〜
午
後
1
時

●
場
所

秋
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
※
主
に
一
般
高
齢
者
を
対
象
と
し

ま
す
。

※
昼
食
代
が
か
か
り
ま
す
。

■
参
加
に
関
す
る
注
意
点

・
原
則
週
1
回
、
2
か
月
間
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

・
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
今
年

度
初
め
て
申
込
み
を
す
る
方

は
、
保
険
料
と
し
て
800
円
か
か

り
ま
す
。

■
申
込
方
法

長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当

ま
た
は
秋
山
支
所
に
印
鑑
と
保

険
料
を
持
参
の
う
え
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

１
月
15
日（
金
）午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

元気いきいき教室

の様子



申込み・問い合わせ
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

★すこやか健康相談

※血糖値が高く糖尿病が気になり健康相談を希望
される方は、電話等で前日までにご連絡くださ

い。当日は空腹時の血糖を測定するため、朝食

は食べないようにしてください。（湯茶は可）

★乳幼児健診（1/4～2/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 1月25日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者。
※保健担当へ電話でお申込みください。

午前

午後

午前

午後

3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

3 歳 児

2 歳 児

歯 科 健 診

幼 児

歯 科 検 診

実施日

2月 5日（金）
1月 8日（金）
1月26日（火）
2月10日（水）

午前9：45～10：00
市内に住民登録のあ
る方で血糖値が高く
糖尿病が気になる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

1月15日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

実 施 日

場 所

受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等のご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 女性特有のがん検診推進事業の対象

者（子宮頸がん検診無料クーポン券を
持っている方）、市内に住民登録のあ
る成人女性

◎検 診 料 1,500円（無料クーポン券を持参すると
無料となります。）

◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください。（山梨県内のみ。）

◎申 込 み 受診希望日前に長寿健康課保健担当
へお申込みください。無料クーポン
券をお持ちの方は申込み不要です。
（受診予定の医療機関に予約等連絡を
してから受診してください。）

※市の集団検診との重複受診はできません。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申込みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

★麻しん・風しん混合予防接種はお早めに
今年度の麻しん・風しん（ＭＲ）第2～4期の対象

者で未接種の方は、早めの接種をお勧めします。
※平成22年4月1日以降に接種した場合は、全額自
己負担（1万円前後）になりますのでご注意くださ
い。

送迎
一部あり

一部あり

なし

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

健康手帳（持っていない方には当日交付します）

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

13 広報うえのはら　平成22年1月号　　　　　
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1 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

1月20日
（水）
1月20日
（水）

該当児

平成21年9月16日～10月生
平成21年2月16日～3月生
平成20年6月～7月15日生
平成18年8月16日～9月生
平成19年10月～11月15日生
平成19年11月16日～12月生
平成20年6月～8月生
平成18年10月～12月生



と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
日
ご

ろ
か
ら
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

是
非
、
こ
の
機
会
に
そ
の
成
果
を

ご
覧
に
い
た
だ
き
、
防
火
防
災
の

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

1
月
10
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分
ご
ろ

●
場
所

旧
上
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
内
容

消
防
活
動
尽
力
者
に
対

す
る
各
種
表
彰
と
大
鶴
分
団
お

よ
び
島
田
分
団
の
ポ
ン
プ
操
法

の
実
演
な
ど
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
庶

務
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
2
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

1
月
6
日（
水
）、
13
日

（
水
）、
20
日（
水
）、
27
日（
水
）、

2
月
3
日（
水
）午
前
9
時
〜
正

午
●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当

講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

1
月
23
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
締
切

1
月
18
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
2
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

2
月
20
日（
土
）、
3
月
27
日

◎
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

◎
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
・
2
級
の
所
持
者

◎
国
民
年
金
法
1
級
・
2
級
と
同

等
程
度（
特
別
児
童
扶
養
手
当

1
級
・
2
級
の
対
象
児
童
を
含

む
）の
障
害
の
あ
る
方

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

市
道
の
除
雪
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
道
路
面
へ
の
積
雪
が

概
ね
10
㎝
を
超
え
た
場
合
、
除
雪

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

道
路
の
路
線
数
が
886
本
と
多
く
、

通
行
量
の
多
い
県
道
・
市
道
を
優

先
し
除
雪
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

細
部
ま
で
除
雪
が
行
き
届
か
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
自

宅
周
辺
の
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
除
雪
に
あ
た
っ
て
次
の

マ
ナ
ー
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

◎
宅
内
の
排
除
雪
は
宅
内
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
排
除
雪
を
道
路
に
持
ち
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◎
排
除
雪
を
水
路
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
道
路
河

川
担
当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
2
）

人
工
透
析
患
者
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
で

人
工
透
析
の
た
め
市
外
の
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
方
に
、
通
院

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
金
額
は
、
公
共
の

交
通
機
関
の
乗
車
賃
を
基
準
と

し
、
助
成
限
度
額
は
月
額
5
千
円

で
す
。

な
お
、
申
請
に
は
所
定
の
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
で

重
度
の
心
身
障
害
を
も
つ
方
に
、

医
療
費
の
一
部（
入
院
時
食
事
療

養
費
標
準
負
担
額
を
除
く
）を
助

成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

◎
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級

の
所
持
者

広報うえのはら　No.59  14
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小
学
校
の
入
学
通
知
は

1
月
中
に
送
付
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
10

月
1
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
名
簿
を
作
成
し
、
1
月

末
日
ま
で
に「
小
学
校
の
入
学
通

知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

何
ら
か
の
理
由
で「
入
学
通
知

書
」が
届
か
な
か
っ
た
場
合
や
平

成
21
年
10
月
1
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

平
成
22
年
上
野
原
市
消
防
団

出
初
式
を
挙
行
し
ま
す

上
野
原
市
消
防
団
で
は
、
年
の

初
め
に
、
火
災
や
災
害
の
な
い
一

年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
次
の
と

お
り
出
初
式
を
挙
行
し
ま
す
。

消
防
団
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
生
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
信
頼



●
日
時

1
月
20
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階

会
議
室
1

●
問
い
合
わ
せ

ド
リ
ー
ム
宝

（
蕁
23
│

0
4
6
0
）

2
0
1
0
年
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
22
年

2
月
1
日
現
在
で
「
2
0
1
0
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施

し
ま
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都

道
府
県
、
市
区
町
村
は
も
ち
ろ
ん

各
方
面
に
わ
た
り
、
広
く
利
用
で

き
る
総
合
的
な
統
計
資
料
を
得
る

た
め
の
調
査
で
、
5
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で

す
。１

月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん

で
い
る
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調

査
員
が
調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

学
校
等
敷
地
内
が

全
面
禁
煙
と
な
り
ま
す

平
成
15
年
5
月
1
日
に
「
健
康

増
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
学
校
を

第
1
回
上
野
原
駅
周
辺
整
備

検
討
委
員
会

市
で
は
、
12
月
17
日
に
、
第
1

回
上
野
原
駅
周
辺
整
備
検
討
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

整
備
規
模
や
導
入
施
設
の
選
定
と

い
っ
た
、
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基

本
構
想
等
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
委
員
会
に
先
立

ち
上
野
原
駅
周
辺
整
備
検
討
委
員

会
委
員
を
次
の
方
に
委
嘱
し
ま
し

た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

鈴
木
敏
行
、
和
田
正
人
、
小
池

雄
二
、
千
頭
和
　
夫
、
角
田
貴
、

上
原
重
幸
、
有
賀
征
夫
、
飯
島

勤
、
中
田
裕
久
、
河
内
成
幸
、

佐
々
木
勇
、
関
戸
将
夫
、
古
家

滋
子
、
伊
垣
幸
雄
、
石
塚
英
一
、

上
條
嘉
道
、
富
田
条
一
、佐
藤

肇
、佐
藤
稔
、
飯
島
勝
巳
、
杉
本

公
文
、
小
幡
尚
弘
、
小
俣
幸
三

※
右
の
委
員
の
他
、
広
報
う
え
の

は
ら
10
月
号
等
で
一
般
公
募

し
、
委
員
に
選
任
さ
れ
た
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

宮
野
貴
、
氏
家
隆
信

■
J
R
上
野
原
駅
周
辺
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
ご

協
力
の
お
礼

市
で
は
、
昨
年
11
月
20
日
か
ら

12
月
7
日
ま
で
の
期
間
に
、
市
内

在
住
の
18
歳
以
上
の
方
1
8
0
0

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
が
利
用

す
る
施
設
で
は
「
た
ば
こ
の
受
動

喫
煙
を
防
ぐ
た
め
に
努
力
す
る
」

こ
と
が
定
め
ら
れ
、
市
教
育
委
員

会
で
は
、
市
内
小
中
学
校
等
の
取

り
扱
い
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
学
校
は
喫
煙
防
止

教
育
を
実
施
す
る
機
関
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
立
場
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
4
月
1
日

か
ら
市
立
小
中
学
校
並
び
に
市
立

幼
稚
園
を
『
敷
地
内
全
面
禁
煙
』

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

人
、
駅
を
利
用
す
る
方
2
0
0
人

を
無
作
為
に
抽
出
す
る
方
法
に
よ

り
、
J
R
上
野
原
駅
周
辺
地
区
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
平

成
21
年
度
に
策
定
す
る
「
上
野
原

駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
」
に
、
み

な
さ
ん
の
お
考
え
、
ご
意
見
や
ご

要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
実
施
し

た
も
の
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
み
な
さ
ん
に
は
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
、
今
後
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
企
業
立

地
・
駅
周
辺
整
備
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
9
）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
3
水
曜
日
に
市
役
所
会
議

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

障 害 者 出 張 相 談

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

14日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
8日
午前 10：00 ～ 　　正　午
31日
午前 9：00 ～ 　　正　午

午後 1：30 ～  4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日

午前 8：30 ～ 午後 4：00
63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

18日

1月の相談日

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

・22日  もみじホール
3階会議室7

市役所会議室A
午前 10：00 ～ 　　正　午

ねんきん定期便相談会 市役所会議室A
19日
午前 9：00 ～ 午後 4：00

（祝日除く）

（祝日除く）

（祝日を除く）

市役所会議室B
21日（要予約　　62ー3115）

校
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

社
会
保
険
相
談
所
が

廃
止
と
な
り
ま
す

日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務

所
が
月
1
回
市
商
工
会
で
開
催
し

て
い
た
社
会
保
険
相
談
所
は
、
1

月
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
の
相
談
業
務
に
つ
い
て

は
、
大
月
年
金
事
務
所
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構

大
月
年
金
事
務
所（
蕁
22
―

3
8

1
1
）
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
に
伴
う
申
請
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
一

般
選
挙
と
異
な
り
、
投
票
で
き
る

方
は
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
方
の
み
で

す
。
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
農
業
委
員
会
が
審
査
し
、
選

挙
管
理
委
員
会
が
調
製
し
ま
す
。

上
野
原
市
農
業
委
員
会
で
は
、

12
月
下
旬
に
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
記
載
申
請
書
を
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
農
家
世
帯
に
郵
送

し
ま
し
た
。
平
成
22
年
1
月
1
日

現
在
で
、
次
の
資
格
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
申
請
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
該
当
者
で
用
紙
が
届
か

な
い
方
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
名
簿
登
載
資
格
要
件

①
上
野
原
市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
20
歳
以
上
の
方（
平
成
2
年
4

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い

て
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
方

・
右
記
の
方
と
同
居
す
る
親
族
、

ま
た
は
同
居
す
る
親
族
の
配
偶

者
で
、
年
間
概
ね
60
日
以
上
耕

作
に
従
事
す
る
方

●
申
請
書
提
出
先

・
上
野
原
地
区
の
方

農
業
委
員

会
事
務
局

・
そ
れ
以
外
の
方

お
近
く
の
秋

山
支
所
、
ま
た
は
各
出
張
所

●
提
出
期
限

1
月
12
日（
火
）

※
名
簿
登
載
者
は
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙

権
と
被
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

《
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
》

選
挙
人
名
簿
は
、
次
の
期
間
に

選
挙
管
理
委
員
会
で
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
脱
漏
ま
た
は
誤

載
が
あ
る
と
き
は
異
議
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
期
間

2
月
23
日（
火
）

か
ら
15
日
間

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
を
忘
れ
ず
に

上
野
原
市
内
で
各
種
事
業
に
用

い
る
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、
地
方
税
法
第
383
条
の
規
定
に

よ
り
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
の
資

産
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
毎
年
申
告
し
て
い
る
事
業
者

市
か
ら
申
告
書
用
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
規
の
事
業
者
・
今
ま
で
申
告

を
し
て
い
な
い
が
対
象
の
資
産

を
取
得
し
た
事
業
者

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
申
告
書

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
期
限

2
月
1
日（
月
）

●
提
出
先

税
務
課
課
税
担
当

※
期
限
間
近
に
な
る
と
、
受
付
窓

口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

1
月
22
日（
金
）ま
で
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

《
償
却
資
産
Ｑ
＆
Ａ
》

Ｑ
償
却
資
産
っ
て
何
で
す
か
？

Ａ
償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産
で
す
。

※
自
動
車
お
よ
び
軽
自
動
車
等
は

除
く

Ｑ
償
却
資
産
の
対
象
に
な
る
も
の

は
何
で
す
か
？

Ａ
1
月
1
日
現
在
で
、
会
社
や
個

人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て

い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
資
産
で
す
。

Ｑ
免
税
点
は
い
く
ら
で
す
か
？

Ａ
課
税
標
準
額
が
150
万
円
未
満
の

場
合
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

ひ
な
づ
る
漬
が
で
き
ま
し
た

上
野
原
市
の
特
産
品
で
あ
る

「
ひ
な
づ
る
漬
」（
長
か
ぶ
の
し
ょ

う
ゆ
漬
け
）が
今
年
も
漬
け
あ
が

り
ま
し
た
。

「
か
ぶ
」に
は
、
血
液
中
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
上
昇
を
抑
え
る
ペ

ク
チ
ン
に
加
え
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、

Ｂ
2
、
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
食
物

繊
維
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
ひ
な
づ
る
漬
」
は
、
秋
山
地

区
内
の
各
商
店
、
市
内
ス
ー
パ
ー

等（
一
部
店
舗
を
除
く
）で
販
売
し

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
是
非
一
度
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

●
希
望
小
売
価
格

・
500
ｇ
入
り
500
円

・
250
ｇ
入
り
300
円

●
販
売
期
間

3
月
ご
ろ
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
9
）

経
済
課
か
ら
お
知
ら
せ

11
月
28
日
に
行
わ
れ
た
平
成
21

年
度
農
林
業
ま
つ
り
に
お
い
て
、

農
林
産
物
品
評
会
へ
出
品
し
て
い

た
だ
い
た
農
作
物
の
販
売
代
金
と

緑
の
募
金
の
総
額
5
万
6
7
4
6

円
は
、
緑
の
募
金
お
よ
び
、
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
共
同
募
金

に
寄
付
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
9
）

法
務
大
臣
表
彰
　
　
　
加
藤
欽
彌
さ
ん

上
野
原
地
区
の
加
藤
欽
彌
さ
ん
は
、

多
年
に
わ
た
り
更
生
保
護
活
動
に
尽
力

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
法
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▲市の特産品「ひなづる漬」
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県
政
功
績
者
に
金
子
二
三
男
さ
ん

上
野
原
地
区
の
金
子
二
三
男
さ
ん
は
、

上
野
原
市
商
工
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
の
産
業
振
興
に
貢

献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
県
政
功
績

者
と
し
て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

拡
大
を
受
け
、
感
染
に
よ
っ
て
死

亡
や
重
症
化
の
可
能
性
が
高
い
優

先
接
種
者
に
対
し
、
重
症
化
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
優
先
接
種
者
の
う
ち

次
の
対
象
者
に
対
し
、
接
種
機
会

の
確
保
、
重
症
化
予
防
の
た
め
、

助
成
を
行
い
ま
す
。

《
助
成
内
容
》

◎
優
先
接
種
者
の
う
ち
、
生
活
保

護
世
帯
お
よ
び
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
方

・
接
種
費
用
の
全
額
を
助
成
し
ま

す
。（
全
額
助
成
）

◆
申
請
方
法

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
、
領
収
書
、

印
鑑
、
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

②
窓
口
払
い
無
料
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
前
に
印

鑑
を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
た
だ
し
、
助
成
証
明
書
の

発
行
ま
で
に
1
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
医
療

機
関
の
み
の
実
施
と
な
り
ま

す
。）

◎
1
歳
〜
小
学
校
6
年
生
の
方

・
1
回
目
接
種
費
用
3
6
0
0
円

の
う
ち
、
1
6
0
0
円
を
助
成

し
ま
す
。（
一
部
助
成
）

◆
申
請
方
法

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
、
領
収
書
、

印
鑑
、
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
集
団
接
種
を

受
け
る
方
は
、
1
回
目
接
種
を

2
千
円
で
接
種
で
き
ま
す
の
で

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

《
優
先
接
種
者
》

①
妊
婦

②
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

③
1
歳
〜
小
学
校
3
年
生

④
1
歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者

⑤
小
学
校
4
年
生
〜
6
年
生
、
中

学
生
・
高
校
生
相
当
の
年
齢
の

者
お
よ
び
高
齢
者（
65
歳
以
上
）

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
健

康
課
保
健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

4
）

放
送
大
学
4
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度

第
1
学
期（
4
月
入
学
）の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

◎
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

◎
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験
で

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
4
年
以
上
在
学
し
て
、
124

単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、

学
士（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で

き
ま
す
。

◎
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

●
出
願
期
間

2
月
28
日（
日
）

ま
で

※
資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
な
お
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
山
梨

学
習
セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5
5
│

2

5
1
│

2
2
3
8
）

山
梨
県
立
中
央
高
校
通
信
制

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

通
信
制
は
、
主
に
自
宅
学
習
に

よ
る
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
ス
ク
ー
リ

ン
グ
に
よ
っ
て
高
等
学
校
卒
業
の

資
格
が
得
ら
れ
る
課
程
で
す
。
毎

日
登
校
す
る
全
日
制
・
定
時
制
と

は
学
習
形
態
が
違
い
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら

特
定
の
科
目
を
選
び
、
学
習
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
募
集
学
科

普
通
科
、
衛
生
看

護
科

※
衛
生
看
護
科
は
、
甲
府
看
護
専

門
学
校
の
准
看
護
学
科
に
合
格

ま
た
は
在
籍
の
者

●
出
願
資
格

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
お
よ

び
平
成
22
年
3
月
卒
業
見
込
み

の
者
、
ま
た
は
高
等
学
校
を
退

学
し
た
が
再
入
学
を
希
望
す
る

者
②
県
内
在
住
者
に
限
る（
年
齢
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
募
集
期
間

3
月
11
日（
木
）

〜
31
日（
水
）一
部
の
日
を
除
く

●
入
学
選
抜

入
学
者
の
選
抜

は
、
書
類
・
面
接
に
よ
り
行
い
、

学
力
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出

願
時
に
未
成
年
の
場
合
は
、
保

護
者
の
同
席
が
必
要
で
す
。

●
入
学
料
・
授
業
料

・
入
学
料

500
円

・
授
業
料

1
単
位
310
円（
年
額
）

・
生
徒
会
費
、
諸
経
費

約
2
万

円（
3
年
）

・
教
科
書
、
教
材
費

約
4
万
5

千
円（
3
年
）

※
授
業
料
・
教
科
書
代
は
生
徒
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
就
職
者
に
は
教
科
書
等
の
給
与

費
補
助
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
募
集
要
項
は
中
央
高
校
事
務
室

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
出
願
・
問
い
合
わ
せ

山
梨
県

立
中
央
高
等
学
校
通
信
制
　
甲

府
市
飯
田
5
│

6
│

23（
蕁
0
5

5
│

2
2
6
│

4
4
1
2
）



市では、金融機関等の営業日に税金や使用料などを納入
することが困難な納税者のために、市税等収納窓口を開設
しています。
また、納税に関する相談窓口も併設していますので、ご

利用ください。
●日時　1月31日（日）、2月28日（日）、3月28日（日）

午前9時～正午
●場所　市役所1階税務課カウンター

●問い合わせ　税務課収納担当（蕁62－3113）

広報うえのはら　No.59  18
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正
し
い
自
動
車
の
登
録
で
、

山
梨
に
納
税
を

自
動
車
税（
県
税
）の
納
税
通
知

書
は
、
4
月
1
日
午
前
0
時
に
、

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
所

有
者（
割
賦
販
売
の
場
合
は
使
用

者
）に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

《
こ
ん
な
と
き
、
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
》

・
転
勤
、
引
越
な
ど
で
住
所
ま
た

は
使
用
の
本
拠
地
を
変
更
す
る

と
き

・
売
買
や
譲
渡
に
よ
り
自
動
車
の

所
有
者（
ま
た
は
使
用
者
）が
変

わ
る
と
き

・
自
動
車
を
廃
車
に
す
る
と
き

※
変
更
の
手
続
き
を
行
わ
な
い

と
、
納
税
通
知
書
は
元
の
所
有

者（
ま
た
は
使
用
者
）に
送
ら
れ

て
し
ま
い
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
手
続
き
場
所

山
梨
運
輸
支
局

（
笛
吹
市
石
和
町
唐
柏
1
0
0

0
―

9
）

●
問
い
合
わ
せ

・
自
動
車
の
登
録
、
自
動
車
重
量

税
に
関
す
る
こ
と
は

国
土
交
通
省
山
梨
運
輸
支
局

（
蕁
0
5
0
―

5
5
4
0
―

2
0

3
9
）

・
自
動
車
税
、
自
動
車
取
得
税
に

関
す
る
こ
と
は

市税等収納・納税相談窓口を開設しています

や
ま
な
し
上
野
原
桜
井
フ
ァ
ー
ム
設
立

秋
山
地
区
桜
井
で
は
、
高
齢
化

が
進
み
、
里
山
の
景
観
、
伝
統
的

な
作
物
と
栽
培
技
術
を
守
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

後
継
者
不
足
か
ら
耕
作
放
棄
地
の

増
加
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
同
地
区
で
は
、
都
市

部
の
企
業
を
招
き
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
、
里
山
の
景
観
の
保
護
、

伝
統
的
な
作
物
や
技
術
の
伝
承
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
「
や
ま
な
し
上
野
原
桜

井
フ
ァ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
山

梨
県
が
今
年
度
か
ら
展
開
し
て
い

る
「
や
ま
な
し
企
業
の
農
園
づ
く

り
推
進
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
や
ま
な
し
企
業
の
農
園
づ
く

り
推
進
事
業
」
は
、
農
業
・
農
村

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
農
業
・

農
村
を
活
用
し
て
、
企
業
の
社
員

教
育
・
福
利
厚
生
事
業
お
よ
び
社

会
貢
献
活
動
の
推
進
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
に
、
富
士
電
機
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
本
社
・
東
京
都

品
川
区
）が
賛
同
し
、
11
月
29
日
、

秋
山
地
区
桜
井
で
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
富
士
電
機
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
社
員
や
家
族
、
地

元
の
方
々
な
ど
約
100
人
が
参
加

し
、
里
芋
や
ゆ
ず
の
収
穫
、
ま
た

肥
料
と
な
る
ス
ス
キ
の
刈
り
取
り

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

山
梨
県
自
動
車
税
セ
ン
タ
ー

（
蕁
0
5
5
―

2
6
2
―

4
6
6

2
）

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
北
都

留
学
園
文
化
展
の
お
知
ら
せ

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
北
都
留

学
園
で
は
、
次
の
日
程
で
文
化
展

を
開
催
し
ま
す
。

文
化
展
で
は
、
山
梨
こ
と
ぶ
き

勧
学
院
北
都
留
学
園
に
学
ぶ
1
・

2
年
生
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
趣
味

を
生
か
し
た
書
・
絵
手
紙
・
陶

芸
・
絵
画
・
写
真
・
手
芸
品
・
水

墨
画
等
を
展
示
し
ま
す
。

い
ず
れ
の
作
品
も
力
作
ぞ
ろ
い

で
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時

・
2
月
5
日（
金
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分

・
2
月
6
日（
土
）午
前
9
時
〜
午

後
4
時
30
分

・
2
月
7
日（
日
）午
前
9
時
〜
午

後
3
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
教

育
事
務
所（
蕁
45
―

7
8
2
1
）

里芋の掘り方（上）や、ススキの刈り方
（下）を教わる参加者たち

生活環境課

庁舎正面入口

会計課

市民課

税務課

福祉課長寿健康課

市民ロビー

休日のため
入口はここ

相談カウンター

案
内
図

※
出
入
口
は
福
祉
課
前
の
玄
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



交
通
災
害
共
済
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
交
通
災
害
共
済
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

①
入
院
、
通
院
1
日
目
か
ら
共
済
見
舞
金
の
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
共
済
見
舞
金
等
級
表
が
変
わ
り
、
実
際
に
入
院
・
通
院
し
た
日
数
に
よ

り
区
分
し
、
算
定
さ
れ
ま
す
。

③
公
的
機
関
の
証
明
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
の
共
済
見
舞
金
の
限
度
額

が
2
万
円
か
ら
3
万
円
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
22
年
4
月
1
日
以
降
の
事
故
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
交
通
災
害
共
済
制
度
に
関
す
る
チ
ラ
シ
は
、
今
後
の
広
報
に
折
り
込
み

を
す
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
4
）

被害の程度
死亡
身体障害程度等級表に定める1級から
3級までのいずれかに該当する障害
身体障害程度等級表に定める4級から
7級までのいずれかに該当する障害
入院日数90日以上の傷害
実治療日数90日以上の傷害
入院日数75日以上90日未満の傷害
実治療日数75日以上90日未満の傷害
入院日数60日以上75日未満の傷害
実治療日数60日以上75日未満の傷害
入院日数45日以上60日未満の傷害
実治療日数45日以上60日未満の傷害
入院日数30日以上45日未満の傷害
実治療日数30日以上45日未満の傷害
入院日数16日以上30日未満の傷害
実治療日数16日以上30日未満の傷害
入院日数6日以上16日未満の傷害
実治療日数6日以上16日未満の傷害
実治療日数1日以上6日未満の傷害
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等級
1等級

2－1等級

2－2等級

3－1等級
3－2等級
4－1等級
4－2等級
5－1等級
5－2等級
6－1等級
6－2等級
7－1等級
7－2等級
8－1等級
8－2等級
9－1等級
9－2等級
10等級

共済見舞金
100万円

30万円

20万円

18万円
9万円
16万円
8万円
14万円
7万円
11万円
5万5千円
8万円
4万円
5万円
2万5千円
3万円
1万5千円
1万円

①
実
治
療
日
数
は
、
入
院
の
日
数
と
通
院
の
日
数
を
合
算
し
た
日
数
を
い
い
ま
す
。

②
同
一
の
交
通
事
故
で
入
院
と
通
院
を
し
た
場
合
は
、
入
院
日
数
で
計
算
し
た
共
済

見
舞
金
と
入
院
と
通
院
を
足
し
た
日
数（
実
治
療
日
数
）で
計
算
し
た
共
済
見
舞
金

を
比
べ
て
、
共
済
見
舞
金
が
高
い
方
の
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

③
1
日
に
2
以
上
の
医
療
機
関
等
で
治
療
等
を
受
け
た
場
合
の
実
治
療
日
数
は
、
1

日
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
サ
テ
ラ
イ
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
サ
テ
ラ
イ
ト
」

で
は
、
富
士
・
東
部
地
域
に
お
住

ま
い
の
若
者
を
対
象
に
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
職
業
適
性

診
断
な
ど
の
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
内
容

《
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
》

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
就

職
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
、
仕

事
探
し
な
ど
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

《
職
業
適
性
診
断
》

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
本
人
の

適
性
や
適
職
に
つ
い
て
の
分

析
、
お
よ
び
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
助
言
を
行
い
ま
す
。

《
就
職
情
報
の
提
供
》

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
面

接
会
な
ど
、
就
職
に
役
立
つ
各

種
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

※
求
人
検
索
・
職
業
紹
介
は
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
利
用
料

無
料

●
場
所

富
士
吉
田
駅
ビ
ル
　
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
　
キ
ュ

ー
ス
タ
3
階（
富
士
吉
田
市
上

吉
田
2
│

5
│

1
）

●
開
所
時
間

・
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午

後
6
時
30
分

・
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
5

時
●
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
サ
テ
ラ
イ
ト
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/
rosei-koy/jobcafe_satellite.htm

l

●
問
い
合
わ
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

サ
テ
ラ
イ
ト（
蕁
0
5
5
5
│

23

│

8
9
9
1
）

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
開
催

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で

は
、
次
の
と
お
り
能
力
開
発
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

《
技
術
士
資
格
取
得
基
礎

講
座（
建
設
以
外
の
部
門
）》

第
一
次
試
験
に
義
務
付
け
ら
れ

た
「
基
礎
科
目
」「
適
性
科
目
」

を
中
心
に
、
設
計
・
計
画
・
情

報
・
理
論
・
解
析
・
化
学
・
バ
イ

オ
な
ど
受
験
に
必
要
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

●
日
程

1
月
19
日（
火
）、
22
日

（
金
）、
26
日（
火
）、
2
月
3
日

（
水
）、
9
日（
火
）、
19
日（
金
）、

23
日（
火
）、
3
月
2
日（
火
）

●
時
間

午
後
6
時
〜
8
時

●
受
講
料

会
員
6
千
円
、
会
員

外
9
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

●
定
員

15
名

●
申
込
締
切

1
月
12
日（
火
）

《
エ
ク
セ
ル
Ｖ
Ｂ
Ａ
入
門
》

エ
ク
セ
ル
の
マ
ク
ロ
／
Ｖ
Ｂ
Ａ

の
機
能
を
活
用
し
、
効
率
よ
く
作

業
を
進
め
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
習
得

し
ま
す
。

●
日
時

2
月
3
日（
水
）〜
10
日

（
水
）土
・
日
曜
日
を
除
く
6
日

間
　
午
後
6
時
〜
9
時

●
受
講
料

会
員
8
5
0
0
円
、

会
員
外
1
万
5
0
0
円（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

●
申
込
締
切

1
月
28
日（
木
）

《
塗
装
教
室
》

ボ
ー
ド
壁
・
木
な
ど
の
塗
り
方

を
、
実
習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

●
日
時

3
月
10
日（
水
）午
前
9

時
〜
午
後
4
時

●
受
講
料

3
1
5
0
円

●
定
員

30
名（
最
少
開
講
人
数

15
人
）

●
申
込
締
切

3
月
1
日（
月
）

《
共
通
事
項
》

●
会
場

山
梨
県
中
小
企
業
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー（
甲
府
市
大
津

2
1
3
0
―

2
）

●
申
込
方
法

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
職
業
能
力
開
発
協
会
人
材
開

発
課（
蕁
0
5
5
―

2
4
3
―

4

9
1
6
・
蕭
0
5
5
―

2
4
3
―

4
9
1
9
）



の
文
化
財
保
護
に
対
す
る
関
心
を

高
め
る
た
め
に
広
報
活
動
や
調
査

お
よ
び
防
火
・
防
災
訓
練
等
を
実

施
し
ま
す
。
文
化
財
は
み
ん
な
の

財
産
で
す
。
協
力
し
て
火
災
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
2
）、

教
育
学
習
課
社
会
教
育
担
当

（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
付
与
講
習
会

山
梨
県
東
部
消
防
事
務
連
絡
協

議
会（
上
野
原
市
消
防
本
部
・
大

月
市
消
防
本
部
・
都
留
市
消
防
本

部
）で
は
、
甲
種
防
火
管
理
者
資

格
付
与
講
習
会
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
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1
月
26
日
は
第
56
回
文
化

財
防
火
デ
ー
で
す

昭
和
24
年
1
月
26
日
、
現
存
す

る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ

る
法
隆
寺
の
金
堂（
奈
良
県
斑
鳩

町
）が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し

ま
し
た
。
昭
和
30
年
、
当
時
の
文

化
財
保
護
委
員
会（
現
在
の
文
化

庁
）と
国
家
消
防
本
部（
現
在
の
消

防
庁
）が
、
1
年
の
う
ち
で
最
も

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
が

1
・
2
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
1

月
26
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定

め
ま
し
た
。

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財

を
火
災
・
震
災
、
そ
の
他
の
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に
文
化

財
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
市
で
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん

●
日
時

2
月
18
日（
木
）、
19
日

（
金
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30

分（
受
付
午
前
8
時
45
分
〜
）

●
場
所

大
月
市
民
会
館
3
階
講

堂
（
大
月
市
御
太
刀
2
―

11
―

22
）

●
定
員

120
人

●
申
請
受
付
期
間

1
月
18
日

（
月
）〜
22
日（
金
）午
前
9
時
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

●
受
講
手
数
料

3
7
0
0
円

※
申
請
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防

総
務
課
予
防
担
当（
蕁
62
―

4
1

1
2
）

山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員
を

募
集
し
ま
す

県
で
は
、
消
費
者
啓
発
活
動
を

通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
消
費
生

活
の
相
談
窓
口
と
な
り
、
と
も
に

問
題
を
解
決
し
て
い
き
な
が
ら
、

消
費
者
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
な

っ
て
い
た
だ
く
消
費
生
活
相
談
員

を
募
集
し
ま
す
。

悪
質
業
者
の
手
口
が
巧
妙
化
・

複
雑
化
す
る
な
か
で
、
地
域
を
見

守
る
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
消
費
者
問
題
に
関

心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●
仕
事
内
容

地
域
で
の
消
費
生

活
相
談
・
苦
情
の
受
け
付
け
、

消
費
者
啓
発
、
消
費
者
の
意

見
・
要
望
を
県
に
報
告
、
研
修

会
出
席
な
ど

●
応
募
資
格

県
内
在
住
の
20
歳

以
上
で
、
消
費
者
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方

●
募
集
人
員

30
名

●
任
期

平
成
22
年
4
月
1
日
〜

平
成
24
年
3
月
31
日（
2
年
間
）

●
謝
金

年
額
上
限
6
千
円（
定

期
報
告
の
通
信
費
は
県
で
別
途

負
担
）

●
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
住

所
、
氏
名
、
そ
の
他
官
公
庁
モ

ニ
タ
ー
の
経
験
の
有
無
、
応
募

理
由
な
ど
を
記
入
し
、
消
費
者

安
全
・
食
育
推
進
課
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
消
費
者
安
全
・
食

育
推
進
課
、
県
民
生
活
セ
ン
タ

ー
、
各
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
消
費

者
安
全
・
食
育
推
進
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.
jp/shokuhin-st/index.htm
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●
募
集
期
間

1
月
8
日（
金
）

〜
2
月
8
日（
月
）当
日
消
印
有

効
●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
消
費
者

安
全
・
食
育
推
進
課
消
費
生
活

担
当（
蕁
0
5
5
―

2
2
3
―

1

3
5
2
）

広
　
　
告

点字図書が寄贈されました

12月4日、東京電力株式会社から点字図
書寄贈されました。
東京電力株式会社では、社会貢献活動の

一環として、点字図書寄贈等が行われてお
り、視覚に障害のある多くの方に点字図書
を利用してもらいたいと、4タイトル全9
巻が寄贈されました。
この点字図書は市立図書館で利用する事

ができます。

【職　　種】常勤生活支援員（1名）、女性利用者の生活（入浴等含む）支援等
【資　　格】20～45歳位まで、資格不問、あれば尚可
【勤　　務】交代制変則勤務、宿直月4・5回有り
【待 遇 等 】年収：短大・専門卒355万円/年～、4大卒370万円/年～
（月給制、諸手当・賞与・税込み、Ｈ21年度実績）、社会保険完備

【同時募集】非常勤支援補助員（2名）、夕食・入浴支援補助、
17：00～21：00、週3・4日、時間給1,200円、委細面談

【応募締切】1月15日（金）
【そ の 他 】まずはお電話下さい。

社会福祉法人かながわ黎明会
くりのみ学園（知的障害者更生施設）
〒229－0206
神奈川県相模原市藤野町牧野6076－1
℡042－689－2233 担当／小俣・今井

資格より適性・意欲重視、
福祉の仕事しませんか！



安
心
子
育
て
テ
レ
フ
ォ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

安
心
子
育
て
テ
レ
フ
ォ
ン
は
、

24
時
間
・
365
日
、
電
話
自
動
応
答

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
い
つ
で
も
、

簡
単
に
子
育
て
な
ど
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
編
」「
赤
ち
ゃ
ん
編
」

「
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
で
区
分

さ
れ
た
96
項
目
か
ら
知
り
た
い
情

報
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
操
作
方
法

①
蕁
0
5
5
―

2
5
2
―

0
1
9
2

に
電
話
を
か
け
る

②
音
声
に
そ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ

か
を
選
択

Ａ
音
声
で
情
報
を
聞
く

Ｂ
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
情
報
を
取
り
出

す（
情
報
コ
ー
ド
表
を
持
っ
て

い
る
場
合
）
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子
の
部
）

・
杉
本
絵
梨
さ
ん（
小
学
2
年
女

子
の
部
）

・
守
屋
み
な
み
さ
ん（
小
学
4
年

女
子
の
部
）

・
杉
本
大
樹
さ
ん（
小
学
5
年
男

子
の
部
）

・
岡
部
美
玖
さ
ん（
小
学
6
年
女

子
の
部
）

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

全
国
大
会
出
場

12
月
6
日
、
中
央
市
田
富
市
民

体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
第
5
回
Ｌ

Ａ
Ｗ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
　
Ｃ
Ｕ
Ｐ
山
梨
県
予

選（
主
催
山
梨
県
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟
）で
、
上
野
原
地

区
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
「
東
斐
」
が
優
勝
し
、
3
月

に
北
海
道
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
県
登
録
261
チ

ー
ム
の
う
ち
全
国
大
会
を
目
指
す

81
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
激
し
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｃ
「
情
報
コ
ー
ド
表
」
を
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
取
り
出
す（
情
報
コ
ー

ド
表
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
）

③
Ａ
・
Ｂ
を
選
択
し
た
場
合
は
、

以
降
音
声
案
内
に
そ
っ
て
操

作
、
Ｃ
を
選
択
し
た
場
合
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
受
信
ボ
タ
ン
を
押

し
、
受
話
器
を
置
く
。「
情
報
コ

ー
ド
表
」
が
送
信
さ
れ
る
の
で
、

受
信
後
、
再
度
蕁
0
5
5
―

2

5
2
―

0
1
9
2
に
電
話
し
、

音
声
案
内
に
そ
っ
て
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
情
報
を
取
り
出
す
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
情
報
を
取
り
出

す
際
に
は
「
情
報
コ
ー
ド
表
」

が
必
要
で
す
。

●
利
用
料

無
料（
通
話
料
は
利

用
者
が
負
担
）

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
児
童
家

庭
課（
蕁
0
5
5
―

2
2
3
―

1

4
5
6
）

槙
杯
山
梨
県
下
少
年
空
手
道

大
会
で
総
合
優
勝

11
月
29
日
、
小
瀬
武
道
館
で
行

わ
れ
た
、
第
21
回
槙
杯
山
梨
県
下

少
年
空
手
道
大
会
で
、
上
野
原
空

手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
見
事
総

合
優
勝
し
、
12
月
8
日
、
江
口
市

長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

な
お
、
個
人
形
・
組
手
の
各
部

門
で
優
勝
し
た
市
内
在
住
の
選
手

は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

《
個
人
形
の
部
》

・
山
下
怜
子
さ
ん（
小
学
2
年
女

子
の
部
）

・
富
田
飛
鳥
さ
ん（
小
学
4
年
女

子
の
部
）

・
網
野
万
里
也
さ
ん（
小
学
5
年

女
子
の
部
）

《
個
人
組
手
の
部
》

・
山
口
聖
也
さ
ん（
小
学
1
年
男

大垣外公民館が
完成しました

棡原地区大垣外に建設していた公民
館が完成し、12月6日、地元区長や大
垣外にお住まいの方等が集まり落成式
が行われました。
今後は、地域住民のふれあいの場と

して、また地域の活動拠点として活用
されます。
大垣外公民館　棡原10,191番地

広
　
　
告

八ツ沢発電所とその水路設備見学会
〈国内最大級の重要文化財の歴史探訪〉
所要時間：２時間３０分
案 内 日：１２月～４月末（水・土・日曜日）
問い合わせ先：ＴＥＰＣＯ葛野川ＰＲ館
電話番号：0554－30－1020（大月市賑岡町強瀬1101－2）

介護支援専門員募集
ケアサポートさくらでは、ケアマネージャー
を募集しています。
詳細は下記にお問い合わせください。

◆問い合わせ◆
合同会社　ケアサポートさくら
（上野原市上野原1020 市川コーポ102）

電話番号：0554－63－5839（担当荒井・一ノ宮）

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
掲
げ
、
市

長
へ
報
告
す
る
選
手
た
ち

▲



富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

甲
東
地
区

牧
野
秋
奈

あ
き
な（

剛
）

島
田
地
区

石
井
太
翔

た
い
と（

健
大
）

上
野
原
地
区

望
月
飛
羽

と

わ

（
陽
平
）、
小
俣
千
晴

ち
は
る

（
信
也
）、
杉
本
憲
信

け
ん
し
ん

（
光
）、
畑
野

旬
人

し
ゅ
ん
と（

正
人
）

西
原
地
区

降
矢
愛
斗

あ
い
と（

学
）

秋
山
地
区

関
戸
礼
夢

ら
い
む（

健
人
）

島
田
地
区

長
壁
怜
勇
＝
加
　
亜
衣
香

梶
原
和
晃
＝
西
川
文
乃

上
野
原
地
区

中
野
真
紀
夫
＝
岡
部
暁
子

野
伏
直
哉
＝
谷
本
恭
子

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

現
在
の
科
学
で
は
血
液
を
人
工

的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、

生
き
た
細
胞
な
の
で
長
期
間
保
存

す
る
こ
と
も
困
難
で
す
。
こ
の
た

め
、
毎
日
必
要
な
量
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
冬
場
は

団
体
の
協
力
が
得
に
く
く
、
ま
た
、

体
調
を
崩
す
方
が
多
い
た
め
献
血

者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

甲
府
献
血
ル
ー
ム
で
は
、
12
月

31
日
、
1
月
1
日
の
休
館
日
を
除

き
、
毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
成
分
献
血
は
午
後
4
時
）ま
で
献

血
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

山
梨
赤
十
字
に
よ
り
献
血
バ
ス
が

県
内
各
地
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い

生
命
を
救
う
た
め
に
も
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
バ
ス
予
定
表
は
、
山
梨
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
、
富
士
・
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
献
血
ル
ー

ム（
蕁
0
5
5
│

2
3
5
│

3
1

3
5
）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
11
月
中
届
出
分
＝
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問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

ひ
と
り
親
家
庭
の

み
な
さ
ん
へ

県
で
は
、
平
成
22
年
4
月
に

小
・
中
学
校
へ
入
学
・
進
学
す
る

児
童
を
養
育
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

に
、
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
受
給
資
格

平
成
22
年
1
月
1

日
現
在
で
、
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

・
山
梨
県
内
在
住
者
で
あ
る
こ
と

・
平
成
22
年
4
月
に
小
・
中
学
校

へ
入
学
・
進
学
す
る
児
童
を
養

育
し
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
で
あ
る
こ
と

・
平
成
21
年
度（
20
年
分
）の
所
得

税
が
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
は
な
い

こ
と

●
支
給
額

児
童
一
人
に
つ
き
、

1
万
円

●
申
請
書
の
配
布

市
役
所
子
育

て
支
援
担
当
、
お
よ
び
富
士
・

東
部
保
健
福
祉
事
務
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

●
提
出
期
限

1
月
29
日（
金
）

●
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
児
童
生
保
担
当（
蕁
0
5
5

5
│

24
│

9
0
4
2
） 伝

　
　
言
　
　
板

甲東地区 太田 葵菜
あ お な

ちゃん（4歳0か月）

蒼志
そ う し

くん（1歳11か月）
琉基
りゅうき

くん（0歳5か月）
幸弘さん郁恵さんの長女・長男・二男

“三人仲良く元気に育ってね。”

上野原地区 富田 琴美
こ と み

ちゃん（7歳4か月）

翔子
しょうこ

ちゃん（4歳7か月）
浩一さん悦子さんの長女・二女

“明るく元気で優しい子に育ってね！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

婚

姻



大
目
地
区

湯
川
光
顴（
清
平
）

甲
東
地
区

牧
野
八
十（
仁
）

島
田
地
区

河
内
利
彦（
昭
利
）、
河
内
　
雄

（
不
二
雄
）、
加
藤
久
史（
幹
夫
）

上
野
原
地
区

長
岡
幾
男
（
洋
明
）、
長
田
光
治

（
關
子
）、
條
々
は
つ
よ（
明
美
）、

鈴
木
信
子
（
信
道
）、
闍
尾
儀
顴

（
将
司
）

棡
原
地
区

白
鳥
　
づ（
久
）、
岡
部
光
子（
善
一
）

西
原
地
区

宇
津
木
希
由（
英
浩
）、
橋
本
松
枝

（
勇
一
）、
古
家
タ
ツ
江（
義
盛
）、

降
矢
ゆ
わ
の（
泰
友
）

秋
山
地
区

小
笠
原
清
光（
春
雄
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
法
に
基
づ
く
1
月
の
申

請
書
等
の
提
出
期
限
は
、

1
月
12
日（
火
）で
す
。

お
早
め
に
、
ご
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

『
お
母
さ
ん
の
思
い
出
』

室
生
犀
星
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
1
月
17
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

『
綾
小
路
き
み
ま
ろ
』
爆
笑
！

エ
キ
サ
イ
ト
ラ
イ
ブ
ビ
デ
オ

◎
日
時
　
１
月
24
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

草
野
た
き
／
作
　
ポ
プ
ラ
社

◆
『
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
シ
ュ
ー
ズ
』

大
野
益
弘
／
著
　
ポ
プ
ラ
社

絵

本

○
『
ち
か
100
か
い
だ
て
の
い
え
』

い
わ
い
と
し
お
／
作
　
偕
成
社

○
『
も
っ
と
ひ
つ
じ
ぱ
ん
』

あ
き
や
ま
た
だ
し
／
作
・
絵

鈴
木
出
版

○
『
や
め
て
』

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
マ
ク
フ
ェ
イ

ル
／
作
・
絵
　
徳
間
書
店

○
『
ち
ビ
フ
ク
ロ
ウ
の
ぼ
う
け
ん
』

ピ
ル
ッ
コ
・
リ
ー
サ
・
ス
ロ
イ

ェ
ギ
ン
／
絵
　
福
音
館
書
店

○
『
水
曜
日
の
本
屋
さ
ん
』

オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
タ
レ
ッ
ク
／
絵

光
村
教
育
図
書

『
ポ
リ
ア
ン
ナ
物
語
』

◎
日
時
　
1
月
9
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

『
は
じ
め
て
の
ゆ
き
の
ひ
』

◎
日
時
　
1
月
16
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

1
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

3 4 5 6 7 8

24

9
10 11 12 13 14 15 16

1917 18 20 21 22 23

2

25
31

1

26 27 29 3028

一

般

書

◇
『
龍
馬
と
弥
太
郎
』

童
門
冬
二
／
著
　
日
本
放
送
出

版
協
会

同
じ
土
佐
藩
に
郷
土
の
子
息

と
し
て
生
ま
れ
、
藩
の
身
分
制

度
に
苦
し
み
な
が
ら
も
困
難
を

乗
り
越
え
て
い
っ
た
坂
本
龍
馬

と
岩
崎
弥
太
朗
。

◇
『
オ
ヤ
ジ
・
エ
イ
ジ
・

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
』

熊
谷
達
也
／
著
　
実
業
之
日
本

社
学
生
時
代
以
来
の
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
を
再
開
し
た
中
年
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
巧
也
。
同
僚
に
知
ら

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
バ
ン

ド
を
結
成
…
。

◇
『
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
レ
イ
ン
』

誉
田
哲
也
／
著
　
光
文
社

姫
川
玲
子
が
新
し
く
捜
査
本

部
に
加
わ
っ
た
の
は
、
あ
る
チ

死

亡

ン
ピ
ラ
の
惨
殺
事
件
。
組
み
同

士
の
抗
争
が
疑
わ
れ
た
が
決
定

的
な
証
拠
が
出
ず
、
捜
査
は
膠

着
状
態
に
。

◇
『
創
作
の
拠
点
』

森
村
誠
一
／
著
　
講
談
社

作
家
に
な
れ
る
人
、
な
れ
な

い
人
。
そ
の
違
い
は
、
才
能
の

あ
る
な
し
で
は
な
い
！
文
学
の

王
道
を
営
々
と
歩
ん
で
き
た
著

者
が
、
文
学
作
品
創
作
の
ヒ
ン

ト
を
詳
言
。

◇
『
ラ
ウ
ィ
ー
ニ
ア
』

ア
ー
シ
ュ
ラ
・
Ｋ
・
ル
＝
グ
ウ

ィ
ン
／
著
　
谷
垣
暁
美
／
訳

河
出
書
房
新
社

イ
タ
リ
ア
の
ラ
テ
ィ
ウ
ム
の

王
女
ラ
ウ
ィ
ー
ニ
ア
は
、
礼
拝

の
た
め
に
訪
れ
た
一
族
の
聖
地

ア
ル
ブ
ネ
ア
の
森
で
は
る
か
後

代
の
詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の

生
き
霊
に
出
会
う
。

児

童

書

◆
『
ミ
ア
の
選
択
』

ゲ
イ
ル
・
フ
ォ
ア
マ
ン
／
著

三
辺
律
子
／
訳
　
小
学
館

◆
『
帰
っ
て
き
た

半
ズ
ボ
ン
隊
』
上
・
下

ゾ
ラ
ン
・
ド
ヴ
ェ
ン
カ
ー
／
作

木
本
栄
／
訳
　
岩
波
書
店

◆
『
と
っ
て
お
き
の
詩
』

村
上
し
い
こ
／
作
　
市
居
み
か

／
絵
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

◆
『
反
撃
』

☆
お
は
な
し
会
☆

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
朗
読
館
☆

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

☆
映
画
鑑
賞
会
☆
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11月22日、大目地区宝勝寺で稚児行列が行われま
した。稚児行列には大目地区のお子さん20人ほどが
参加し、犬目公民館でかわいい衣装に着替えたお稚児
さんが、宝勝寺まで早朝の旧甲州街道犬目宿を練り歩
きました。

やさい村収穫祭

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

12月5日・6日、中央自動車道談合坂サービスエリア（上り線）の「談
合坂ＳＡやさい村」で、やさい村収穫祭が行われました。収穫祭では、や
さい村で買い物をした方に「巨大野菜の目方当てクイズ」の応募券が渡さ
れ、目方を当てた方に中日本エクシス（株）から抽選で景品が進呈されまし
た。はずれた方にもやさい村生産者のみなさんが作った新鮮野菜がプレゼ
ントされました。また、地元生産の野菜を使ったほうとうややきいもの試
食も行われ、訪れた多くの方が新鮮な野菜の味を堪能しました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,126人 （＋ 1）
男 ●13,541人 （＋ 7）
女 ●13,585人 （－ 6）
世帯●10,005世帯（＋ 1）
平成21年12月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●かわいい稚児行列
11月2日、山梨県民文化ホールで開催された「第

30回山梨県高等学校芸術文化祭吹奏楽発表会」で、
上野原高校吹奏楽部が芸術文化祭の最高賞である「芸
術文化祭賞」を、昨年に引き続き2年連続で受賞しま
した。

●芸術文化祭賞2年連続受賞

11月19日、秋山地区神野のふれあい農園で収穫祭
が行われました。秋山小学校3・4年生が落花生や、
畑一面に育った大きな大根を収穫しました。
収穫祭の終わりには酒饅頭や商工会の方からの温か

い豚汁も振舞われました。

●神野ふれあい農園収穫祭
12月5日、桂川球場で小林雅英投手の野球教室が

行われました。野球教室には、上野原・大月・丹波山
の小中学生が参加し、今シーズンからプロ野球セ・リ
ーグの読売巨人に入団する小林投手から、目を輝かせ
ながら指導を受けていました。

●小林雅英投手野球教室
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
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